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	１．まえがき
	超高齢社会では、高齢者の安全で安心な暮らしを守り、さらに高齢者の社会参画やQOL向上のため、様々な活動を支援することが重要である。家族・行政・医療機関や近隣などの人々が、高齢者の健康状態を常に見守り、情報を共有できるシステムを構築できると有用である。近年発展が著しいスマートフォンの技術と、モバイルネットワークの技術を駆使することにより、高度で実践的な弱者見守りシステムを実現できる要素が整ってきている。
	本提案書の目的は、スマートフォンとモバイルネットワーク環境を利用して、高齢者を含む市民が情報を共有し、国民の全てが安心して暮らせるシステムを構築することである。家族や保護者の目の届かない場所においてもその行動を見守り、緊急や危険な状態を察知して適切な対応に結びつけるシステムを実現する。
	２．研究開発内容及び成果
	2.1　研究開発内容
	本研究開発内容は、以下の3つに分類できる。
	①スマートフォンによるセンシング技術
	スマートフォンにて情報を収集し、収集したデータを加工してインターネット上のサーバに定期的に送信する。センシングの内容としては、(a)スマートフォン自身によるセンシング（行動情報と位置情報）と、(b)周辺装置との連携（運転情報と健康情報）によるセンシングがある。
	②サーバの構築とシステム化技術
	スマートフォンから送付されてきたデータを蓄積し、個人ごとにデータベースを構築する。サーバにて過去の履歴を学習し、履歴との差異を用いてアラームを検出する。アラーム検出時には、あらかじめ登録したメールアドレス宛に通知する。
	③ネットワーク/セキュリティ技術
	一切の通信の制約がないネットワーク環境を提供する。今後の動向を踏まえ、IPv4/IPv6 混在ネットワークを想定する。独自の技術NTMobile (Network Traversal with Mobility)をスマートフォンに組み込み、この目標を達成する。さらに、住民のプライバシーを保護するため、確実な認証と暗号化を実現する。
	2.2　研究開発の成果
	本研究開発の成果は以下の通りである。
	①スマートフォンによるセンシング技術
	試作の繰り返しにより、見守りに必要となる最低限の取得情報と、低消費電力化のトレードオフとして、以下のような情報取得が可能であることがわかり、一部を除いて実装を完了した。
	加速度センサによる行動情報判別として、放置中/歩行中/乗車中/静止中の識別を行う。乗車中の検出を除く部分についての実装を終えた。乗車中については方式の検討を終えた段階である。
	位置情報については、GPS起動を最小限におさえるとともに、GPS起動後においても室外/室内の判定を組み込み、室外のときのみGPSデータを取得することにより、低消費電力での実装を実現した。
	車載のスマートフォンと連携することにより、運転情報の取得を可能とするメドを得た。車載のスマートフォンでは、加速度センサ/ジャイロセンサの組合せにより、運転情報を取得するが、カーブ時、停止時などにおいて、運転のうまい人とそうでない人の間に有意差のあることを確認した。
	CONTINUA規格に準拠する体重計、血圧計と連携し、取得データをスマートフォンで受信してサーバに送信する機能を実現した。
	②サーバの構築とシステム化技術
	多くのスマートフォンから送信されてくる情報から、個人ごとのデータベースを構築した。位置情報の履歴より、行動範囲を学習し、行動範囲を逸脱したときに徘徊行動と判定してアラームを検出する機能を実現した。アラームは指定したメンバにメールで通知する機能を実現した。評価の結果、高速での移動中を除くと、正確にアラームを検出できることを確認した。各人の個人情報を、項目ごとに他人に公開できる機能を実現した。この機能により、見守りの実現が可能となった。さらに、所定の範囲を指定して、そこからの出入を検出して通知する機能...
	③ネットワーク/セキュリティ技術
	NTMobileをスマートフォンに組み込み動作を検証した。その結果、NAT（アドレス変換装置）の有無、IPv4/IPv6アドレス体系の違いに係らず、確実に接続性を確保できることを確認した。また、通信中にWi-Fiから電話網に切り替えるなどしても、通信を継続できることを確認した。この結果、通信に係る制約は一切なくすことができた。NTMobileはカーネル改造により実現していたが、これをアプリケーションに移植し（Mobile line）、ルート権限の取得を不要とした。さらに、Mobile line上に...
	さらに、Mobile line上の通信には、確実な認証と暗号化を行う機能を実装したため、プライバシーに係る情報が外部に漏れる可能性が低い。
	３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取り組み
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